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第1回：5月29日（水） 時間：12：00～12：30
第2回：6月26日（水） 時間：12：00～12：30
第3回：7月31日（水） 時間：12：00～12：30
第4回：10月2日（水） 時間：12：00～12：30
第5回：10月16日（水）時間：12：00～12：30（最終回）
場所：共通教育棟２号館 25番教室（すべて同じ教室）

※昼食をとりながら説明が聞けます。
※上記日程で都合がつかない場合は以下へメールを下さい。
ご都合に合わせて個別に対応いたします。
＜お問い合わせ＞
教育学部英語教室・小林英美

hidemi.kobayashi.phd@vc.ibaraki.ac.jp

＜説明会＞
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グロスターシャー・コレッジでの英語研修

English Lesson

語学研修初日にクラス分けテストが行われます。英国人教師のもとで、日常生活で使う英語表現を中心
にコミュニケーション力アップを目指した授業で、スピーキングやリスニングも含まれます。
発音や語彙、文法、様々な表現方法をグループワーク等を通して学習していただきます。積極的に発言
し、英語の４技能を磨きましょう。

このプログラムは、教育学部の自由履修科目・集中講義「異文化理解」（2単位）の一部として履修することになり、教育学部以
外の学生は、帰国後に申請することで所属学部の単位に互換できます。渡航前の準備として学部での5回の授業（英国基礎知
識、生活文化、海外安全・危機管理対策等）を受講して、現地の生活文化などの予備知識を得た上で出発します。これまで、
ほとんどすべての学部・大学院の学生が参加しています。英検やTOFFL等の資格は不要ですので、初級レベルからでも参加で
きます。（本学に留学している外国人留学生の場合のみ、パスポートの他にVISA申請が必要になりますが、日本人学生は、
パスポートがあればVISA申請は不要です。）

ホームステイはホテルでの滞在とは異なりますので、『お客様』ではなく『家族の一員』として生活します。各ファミリーの家族構成や
生活形態、職業、人種、宗教は様々です。シングルマザーや、お子さんがいるご家庭、引退した夫婦がホストファミリーとなる場合も
あり、受け入れ家庭での生活様式やルールを守って生活をして頂くことが大前提となります。ホストファミリーの手配は、グロスター
シャー・コレッジが行っており、コレッジにホスト登録しているファミリーが対象となります。
ファミリーとの会話がコミュニケーション力を高める一番の近道です。是非、日常生活の中で積極的に会話し、多いに学んでください。

ホームステイ

文化研修

英国伝統のお菓子“スコーン”の作り方を教わります。自分たちで作ったスコーンにイ
ギリスならではの濃厚クリーム“クロテッドクリーム”とフルーツのジャムをつけて召し上
がれ！紅茶と一緒に食べると絶品です♪イギリス文化『クリームティー』をお楽しみ
ください。

Scone making

有名私立校「チェルトナム・レディース・カレッジ」や、「ペイツ・グラマースクール」、
「ウスター大学」等の現地校訪問を通して、英国人学生と交流します。
英国人学生に日本文化を紹介したり、イギリスの学校生活の様子を聞いたりしなが
ら、交流を深めます。

グロスターシャー・コレッジ（以下GC)は、英国中部の風光明媚な田園地帯コッツウォルズ
地方にあり、日本の短大のような位置づけの公立学校です。同規模校の中でも全国的
に評価の高い学校で、近隣のウスター大学等の大型大学と連携しています。キャンパス
は3カ所にあり、研修校舎はチェルトナムという治安の良い街にあります。2014年度に本
学教育学部と学部間協定を結んでいます。
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Excursion
ハリーポッターの世界へようこそ！

バスハイクでは、世界中で大人気の映画「ハリーポッター」の撮影場所に使われた、
グロスター大聖堂やクライストチャーチ（オックスフォード）、キングスクロス駅（ロンド
ン）なども見学予定です！

クライストチャーチの出身者の中には、
あの“不思議の国のアリス”の作者、
ルイス・キャロルもいます！

ストラットフォードは、劇作家として世界的に有名
な“シェイクスピア”が生まれ育った街！

9と4分の3ホームから、
ホグワーツ魔法学校へ出発！



土 日 月 火 水 木 金
①2/22 ②2/23 ③2/24 ④2/25 ⑤2/26 ⑥2/27 ⑦2/28

午前 東京発

終日：自由行動

英語研修
オリエンテーション、

キャンパスツアー等

英語研修 終日：バスハイク

大学都市
『オックスフォード』

英語研修 英語研修

午後 ロンドン着
チェルトナムへ移動。
到着後、ﾌｧﾐﾘｰと
対面式

『チェルトナム』
タウン散策

スコーン作り＆
アフタヌーンティー

発音授業 半日：バスハイク

『コッツウォルズ村巡り』
（ボートン、ストウ、
ブロードウェイ）
Op. クリームティー

⑧2/29 ⑨3/1 ⑩3/2 ⑪3/3 ⑫3/4 ⑬3/5 ⑭3/6

午前
終日：バスハイク

世界遺産の街
『バース』

終日：自由行動
英語研修 英語研修

『グロスター』
（大聖堂、ピーター
ラビットショップ）

『ウースター大学』
訪問（現地学生との交
流）

英語研修 英語研修

半日：バスハイク

シェイクスピアゆかりの地
『ストラットフォー ド』

チェルトナム
フリータイム

夜“Wagamama” にて夕食

午後 発音授業

学校訪問
レディースカレッジ訪問

学校訪問
ペイツグラマースクー
ル
訪問

⑮3/7 ⑯3/8 ⑰3/9 ⑱3/10

チェルトナム
出発、ロンドンへ
ロンドン市内観光

＜ロンドン泊＞

ロンドン観光
自主研修

＜ロンドン泊＞

朝食後、空港へ。

ロンドン発

＜機内泊＞

東京着

日程表

研修地コッツウォルズ地方・チェルトナム
研修地チェルトナムが位置する「コッツウォルズ地方」は、田園風景が魅力のエリアとしてイギリス国内
でも最も美しい場所のひとつに数えられ、“Heart of England”と呼ばれています。これは、地理的に見
ても英国の中心に位置するということ、また最も心の温まる場所(＝英国人の心の故郷)という意味でも
あります。この地域はロンドンから北西へ約200km離れたカントリーサイドで、羊や馬が放牧されている
のどかな景色が広がります。チェルトナムはコッツウォルズ地方にある街の中でも都会的な雰囲気のあ
る場所で、かつては貴族の保養地として栄えました。その影響で現在でも人々の生活レベルも高く、治
安も良いことからオックスフォードやケンブリッジに進学するための有名な私立校が数多くあり、学園都
市としても有名で、イギリス人にとっても一度は住んでみたい町として人気を集めています。

※当パンフレット掲載の写真は過去の研修の様子及びイメージです。

※ホームステイ滞在中は、朝食・昼食（ランチボックス）・夕食が含まれます
※3/6の夕食、3/7以降の昼食・夕食は含まれておりません。

（機内食は除く）

＜募集要項＞
概要
①対象：茨城大学の学生 ②最少催行予定人員： 12名 ③現地在住の日本人スタッフがサポートします。
④宿泊先： 語学研修中はホームステイ（GCによって面接審査を受けた家庭）、ロンドンでは市の中心部のホテルに宿泊します。
⑤交通：ロンドン・東京往復は直行便で、航空会社は英国航空を予定。ロンドンとチェルトナム間は、チャーターバス。
⑥授業：毎日2～３コマ（1コマ90分、遠足日を除く）と、茨城大学学生向け特別授業「コミュニケーションと発音」（週1回：午後

1コマ予定）です。近隣への半日または1日遠足（オックスフォードやバース等）もあります。ウスター大学の英国人学生との
交流会も予定しています。 ⑦ロンドンの名所で、本物を観る（大英博物館、ロンドン塔、セントポール大聖堂等）

費用：４５～５０万円程度の予定（為替レートの変動・参加人数等で概算額が変わります。）
※上記費用にはGCでの語学研修費（受講費用、ホームステイ費用、食費、各種手数料など）、渡航費用、バス費用、観光費用
（ロンドン宿泊日、添乗員費用）が含まれます。※燃油サーチャージ・空港税等を含んだ費用です。
※費用に含まれないもの：施設入場料、チェルトナムでの通学バス代、ロンドン市内での交通費と食費、その他生活費等。

短期間に凝縮した、密度の濃い語学・文化研修！
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